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１
．
計
画
的
な
道
路
整
備
（舗
装
・
側
溝
）に

　
　

つ
い
て

市
長
が
行
っ
て
い
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の

生
活
環
境
整
備
の
要
望
か
ら
、
今
年
度
の
道
路
整

備
に
関
わ
る
予
算
は
、
前
年
度
同
規
模
の
予
算
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
の
予
算
編
成
期

に
向
け
て
予
算
を
増
額
さ
せ
る
た
め
質
問
し
た
。

市
が
管
理
し
て
い
る
市
道
の
延
長
は
約

１
，
９
０
０
㎞
で
あ
る
が
、
整
備
さ
れ
て
か
ら
か
な

り
の
年
数
が
経
過
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
舗
装

や
側
溝
の
老
朽
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
町
会
及

び
市
民
か
ら
、
改
修
等
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
、
幹
線
道
路
は
、
平
成
２６
年
度
に
実
施
し

た
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
の
結
果
を
基
に
計
画
的

に
舗
装
の
補
修
を
実
施
し
て
い
る
が
、
住
宅
地
内

の
生
活
道
路
の
改
修
や
整
備
に
関
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
各
町
会
に
地
域
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
て
い

た
だ
き
、
担
当
職
員
が
要
望
箇
所
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
う
え
で
、

（１
）青
森
市
が
管
理
す
る
市
道
で
あ
る
こ
と

（２
）用
地
問
題
が
な
い
こ
と

（３
）緊
急
性
や
優
先
度
が
高
い
こ
と

と
い
っ
た
要
件
を
考
慮
し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

生
活
道
路
の
点
検
や
状
況
把
握
に
は
、
多
く
の

時
間
と
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
れ

ま
で
同
様
、
町
会
要
望
と
い
う
形
で
、
地
域
の
状

況
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
通
行
の
安
全
確
保
と

い
っ
た
観
点
か
ら

緊
急
性
や
優
先

度
を
判
断
し
た
う

え
で
、
限
ら
れ
た

予
算
の
範
囲
内
で

整
備
を
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

答
弁

議員定数を現在３５名から３２名に
削減するための条例改正案　否決

反対理由：前回４１名から３５名に削減し、議員報酬についても削減
した経過から、今回の３５名から３２名への削減は性急であり、多く
の市民からの意見を議会に反映させるためには、議員定数ではなく
議会費の見直しを行うべきと考えるから議案に反対をしました。

①　ふるさとものづくり支援事業
（9，061 万円）

ふるさと財団の補助金を活用し、ＬＥＤ

信号灯器着雪・凍結防止融雪ヒーターの

開発と遠隔監視モニタリングシステムの開

発を行う「株式会社アイ・シーシー・コン

ピューターシステム」に対し、開発経費の

一部を補助するもの。

②　市営住宅滞納請求訴訟の経費
　（９４６万円） 

　議案第百十五号　訴えの提起について

市営住宅の明渡し及び滞納使用料等の

支払請求に係る訴訟終了までに係る法定

費用、事務処理に要する経費及び報酬金に

ついて、債務負担行為の設定を行う。

平成３０年 第２回青森市議会定例会平成３０年 第２回青森市議会定例会平成３０年 第２回青森市議会定例会

一般会計補正予算一般会計補正予算 改正条例  生活に関わる条例案（一部省略）

♢♢♢

・「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」の一部

改正に伴い、放課後児童支援員の資格について、教員免許状の更

新を受けていない場合の取扱いを明確化する等のため、改正する。

・介護保険サービス等や本市ディサービスセンター利用する際の本人

負担割合を、特に所得の高い層を二割負担者から三割負担とする。

・青森市りんご貯蔵選果施設及び青森市幸畑墓苑に利用料金制度

を導入しようとするための改正。

　※利用料金制度とは：施設の使用料を指定管理者の収入とできる

制度

・「高齢者の医療の確保に関する法律」の一部改正に伴い、住所地特

例を受けて本市の国民健康保険の被保険者とされていた方で本

市が加入する後期高齢者医療広域連合の被保険者となる方につ

いて、本市が後期高齢者医療の保険料を徴収すべき被保険者にす

るため等のための改正。

・両旧給食センターの解体工事に係り、契約金額の変更をする。（残

杭の形状の違い）

　旧青森市中央部学校給食共同調理場解体工事（約６５９２万円増）

　旧青森市西部学校給食共同調理場解体工事（約２０９１万円減）

（
裏
面
に
つ
づ
く
）
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再
質
問
①　

道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
の
調
査
内
容

と
結
果
に
つ
い
て
聞
い
た
。

平
成
２４
年
１２
月
、
中
央
自
動
車
道
笹
子

ト
ン
ネ
ル
で
天
井
板
の
落
下
に
よ
り
車
両
が
下
敷

き
に
な
り
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
事
故
を
受
け
、

国
か
ら
平
成
２５
年
２
月
、
老
朽
化
に
よ
り
危
険
が

生
じ
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
等
を
は
じ
め
、
道
路

等
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
総
点
検
の
通
知
が
あ
り
、

本
市
で
は
平
成
２６
年
度
に
、
市
道
の
主
要
な
路
線

に
つ
い
て
、
道
路
標
識
や
道
路
照
明
灯
と
い
っ
た
道

路
附
属
物
、
擁
壁
等
の
道
路
構
造
物
、
舗
装
を
点

検
し
た
ほ
か
、
橋
梁
に
つ
い
て
は
橋
長
２
ｍ
か
ら
１５
ｍ

未
満
の
全
て
に
つ
い
て
点
検
を
実
施
し
た
結
果

早
急
な
補
修
が
必
要
な
も
の

道
路
付
属
物
：
２
，
３
３
９
基
の
う
ち
支
柱
の
腐

食
が
著
し
い
も
の
等
に
よ
り
１４８
基

道
路
構
造
物
：
１７１
箇
所
の
う
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

亀
裂
等
に
よ
る
も
の
２
箇
所

橋
梁
：
３５８
橋
の
う
ち
橋
を
支
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
橋
本
体
の
接
続
部
劣
化
等
に
よ
る
も
の
４
橋

道
路
舗
装
：
３６２
路
線
、
延
長
３７０
㎞
の
う
ち
ひ
び
割

れ
、
わ
だ
ち
掘
れ
等
に
よ
り
３０
路
線
、
延
長
２３

㎞
と
い
う
状
況
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

２７
年
度
よ
り
補
修
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

再
質
問
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町
会
及
び
市
民
か
ら
、
側
溝
の
整
備

要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

側
溝
の
整
備
要
望
は
毎
年
ど
の
く
ら
い
の
延
長
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
要
望
に
対
し
て
ど
の
程
度

対
応
で
き
て
い
る
の
か
聞
い
た
。

昨
年
度
は
約
８
，
０
０
０
ｍ
の
整
備
要
望
が

あ
り
、
そ
の
内
訳
と
し
て
は
継
続
要
望
の
延
長
が

５
，
０
０
０
ｍ
、
新
規
整
備
の
延
長
が
３
，
０
０
０
ｍ
と

な
っ
て
い
る
。

そ
の
要
望
に
対
し
て
、
昨
年
度
の
整
備
実
績
と

し
て
は
約
２
，
２
０
０
ｍ
程
で
、
頂
い
た
整
備
要
望
の

す
べ
て
に
対
応
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
要
望
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
多
額
の

費
用
と
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
大
変
難
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
限
り
あ
る
予
算
の

中
で
着
実
に
整
備
し
て
参
り
た
い
。

２
．
学
校
給
食
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

前
回
は
給
食
の
２
時
間
ル
ー
ル
の
厳
守
を
促

し
、
今
回
、
食
中
毒
が
多
発
す
る
時
期
に
な
っ
て

き
た
の
で
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
、
食
中
毒

防
止
対
策
に
つ
い
て
聞
い
た
。

青
森
市
の
学
校
給
食
施
設
で
は
「学
校
給

食
衛
生
管
理
基
準
」、
「大
量
調
理
施
設
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」な
ど
に
基
づ
き
、安
全
対
策
を
講
じ
、

Ｈ
２９
・
８
月
に
は
「食
中
毒
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
改

定
し
、
関
係
者
に
周
知
し
て
い
る
。

施
設
の
衛
生
管
理
の
み
な
ら
ず
、
調
理
内
容
に

応
じ
て
中
心
温
度
の
計
測
・
記
録
、
生
野
菜
の
微

生
物
調
査
や
食
器
の
残
量
で
ん
ぷ
ん
等
を
検
査

す
る
な
ど
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
給
食
従
事
者
に
つ
い
て
は
毎
日
、

調
理
作
業
前
に
従
事
者
や
そ
の
家
族
に
、
腹
痛
、

嘔
吐
、
発
熱
等
の
症
状
が
な
い
か
、
点
検
し
、
月
２

回
検
便
実
施
の
ほ
か
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
が
疑
わ
れ

る
場
合
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
さ
せ
、
市

の
負
担
に
お
い
て
高
感
度
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
他
自
治
体
等
で
食
中
毒
等
の
事
案

が
発
生
し
た
時
は
、
状
況
調
査
を
行
い
、
衛
生
管

理
の
徹
底
及
び
食
中
毒
に
つ
い
て
、
各
施
設
長
や

委
託
事
業
者
、
食
材
納
入
業
者
に
対
し
注
意
喚

起
を
促
し
て
い
る
。

学
校
で
は
日
頃
か
ら
児
童
生
徒
に
手
洗
い
を
励

行
な
ど
、
教
育
委
員
会
と
し
て
学
校
給
食
の
安
全

管
理
に
努
め
て
い
る
。

３
．
観
光
ル
ー
ト
バ
ス
「ネ
ブ
タ
ン
号
」に
つ
い
て

新
た
な
観
光
戦
略
と
し
て
、
「ネ
ブ
タ
ン
」
の
東

ル
ー
ト
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
る
事
か
ら
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
聞
い
た
。

青
森
市
シ
ャ
ト
ル
・
ル
ー
ト
バ
ス
、
愛
称
「ね

ぶ
た
ん
号
」は
、
現
在
、
新
青
森
駅
及
び
青
森
駅
、

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
市
内
の
主
要
交
通
拠

点
や
、
主
に
西
部
の
観
光
施
設
を
結
ぶ
二
次
交

通
と
し
て
運
行
し
て
い
る
。

本
年
４
月
か
ら
は
、
増
加
す
る
観
光
客
の
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
運
行
体
制
を
２

台
体
制
か
ら
３
台
体
制
に
強
化
し
、
運
行
便
数
も

１
日
当
た
り
１３
便
か
ら
２０
便
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
幹
線
や
フ
ェ
リ
ー
と
の
乗
り
継
ぎ
時
間

を
考
慮
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

に
よ
り
新
青
森
駅
東
口
に
お
い
て
、
乗
り
継
ぎ
が

便
利
な
新
幹
線
の
本
数
は
２０
本
か
ら
３３
本
に
、
ま

た
、
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
も
、
乗
り
継

ぎ
が
便
利
な
フ
ェ
リ
ー
の
便
数
は
６
便
か
ら
１３
便

に
大
幅
に
増
加
し
、
と
も
に
接
続
に
係
る
利
便
性

が
著
し
く
向
上
し
た
。
さ
ら
に
、
多
言
語
対
応
と

し
て
、
車
内
で
の
行
き
先
案
内
に
つ
い
て
も
、
英
語

で
の
音
声
案
内
を
行
う
。

そ
の
結
果
、
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
大
幅
に
増

加
を
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
新
た
に
浅
虫
温
泉
や
昭
和
大
仏
な

ど
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
─
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
方
々

に
も
人
気
の
高
い
観
光
施
設
を
経
由
す
る
東
ル
ー

ト
を
試
験
的
に
運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者

の
需
要
を
把
握
し
、
二
次
交
通
と
し
て
の
利
便
性

が
高
い
運
行
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
７
月
２１
日
か
ら
８
月
１９
日
ま
で

の
３０
日
間
、
東
ル
ー
ト
と
し
て
青
森
駅
前
か
ら
浅

虫
水
族
館
前
ま
で
の
区
間
で
１
日
当
た
り
１５
便

を
、
ま
た
、
西
ル
ー
ト
と
し
て
青
森
駅
前
か
ら
三

内
丸
山
遺
跡
前
ま
で
の
区
間
で
１
日
当
た
り
２０
便

を
運
行
し
て
い
く
。

ま
た
、
今
回
の
実
証
実
験
に
あ
わ
せ
て
、
案
内

用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
東
ル
ー
ト
と
西
ル
ー
ト
、
全
て

の
バ
ス
停
の
時
刻
表
を
多
言
語
対
応
に
し
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
は
、
今
回
の
実
証
実
験
運
行
を

踏
ま
え
青
森
市
シ
ャ
ト
ル
・
ル
ー
ト
バ
ス　｢

ね
ぶ
た

ん
号｣

に
つ
い
て
、
二
次
交
通
と
し
て
の
さ
ら
な
る

利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

再
質
問
①　

バ
ス
停
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
選

定
し
、
運
行
ル
ー
ト
の
設
定
を
行
っ
た
の
か

再
質
問
②　

幸
畑
墓
苑
も
市
の
観
光
地
と
し
て
、

ネ
ブ
タ
ン
号
の
ル
ー
ト
と
す
べ
き
で
は
な
い
か

答
弁
省
略

４
．
青
森
市
民
病
院
に
つ
い
て

災
害
緊
急
時
の
青
森
市
民
病
院
の
受
入
れ
体

制
に
つ
い
て
聞
い
た
。

青
森
市
民
病
院
は
、
災
害
発
生
時
に
、
傷

病
者
の
受
け
入
れ
や
医
療
救
護
班
の
派
遣
等
を

行
う
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

災
害
時
の
患
者
の
受
入
体
制
等
に
つ
い
て
は
現

在
、
災
害
時
に
は
青
森
市
民
病
院
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
災
害

時
の
職
員
の
動
員
体
制
の
整
備
、
患
者
の
重
症
度

を
判
定
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
、
待
機
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
停
電
時
、
非
常
用
発
電
機
及
び
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
約
６
日
間
の
電
力

を
確
保
や
医
薬
品
は
約
２
週
間
分
を
確
保
し
て
い

ま
す
。

震
災
な
ど
の
緊
急
時
に
非
常
時
優
先
業
務
を

開
始
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
業
務
継
続
計
画
に

つ
い
て
、
年
度
内
の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

再
質
問　

看
護
師
の
患
者
への
接
遇
に
つ
い
て

答
弁
省
略

５
．
学
生
か
ら
の
政
策
提
言
に
つ
い
て

大
学
生
を
対
象
と
し
た
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

等
の
開
催
な
ど
、
学
生
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設

け
、
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
聞
い
た
。

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
将
来
の

担
い
手
で
あ
る
学
生
を
は
じ

め
と
し
た
若
者
か
ら
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
、
ま
た
、

参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

昨
年
１０
月
に
は
、
市
内

の
大
学
及
び
短
期
大
学
の

６
校
で
構
成
す
る
青
森
市

内
高
等
教
育
連
携
機
関

と
、
「地
域
活
性
化
の
促

進
」
「魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」「健
康
・
福
祉
の
増
進
」

や
「学
び
の
推
進
」
の
た
め

に
、
包
括
的
連
携
協
定
を

締
結
し
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
地
域
課

題
の
解
決
の
た
め
、
学
生
と

の
意
見
交
換
な
ど
の
機
会

を
設
け
、
活
発
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
繋
が
る
よ
う
、
青

森
市
内
高
等
教
育
連
携
機

関
と
調
整
を
図
っ
て
い
く
。
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